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韓国語の感嘆文 iN王A.Jが成立するための話用論的条件
j二|壬i裕
1.はじめに
j;刑罰誌では、「名詞+i王J+形容詞J(以下、 iN王A.J)という文型が、!惑1I英文としてj刊し E
られることがある。次の(1)は月がi明るいことに、 (2)は天気がよいことに、話し手が感嘆する
気持ちを表現している。
(1) 吉王引叫ー! a豆吾号01じ1人1-ミヨj) (明るい月だなあ!) 
)Jも IVJるし、
(2) 01-十首双.12三号[:.1- (ゃあ、すばらしい天気だなあ。) (w朝鮮語辞典J)
ペコあ 天気もよい
「玉三」は、 E!本語の高Ij助詞「もjと多くの場合対応する。 (3)のE!本誌は、のように、
をm¥_，¥て表すことができる。
(3) 太1~!r5 も来た。
(4) 斗主主投斗. (太郎も来た。)
jベ!'I¥も 米る一(過去)
(1)と (2)は、それぞれ「月も明るい!J、「ゃあ、天気もよい。Jと逐語訳することができる。
しかし、これらの文は、月や天気のほかに「明るいものよ「よいものjがあることを合意せず
に、!惑1英文として成立することが可能である。
一方、次の (5) や (6) のように、この文芸~!が、感 11英文として成立しない場合もある。
(5) (野原で、美しいパラの花を見つけた)
#7~-叶王斗~斗 2
ノtラも美しし、
(6) (はじめて訪れた友人宅を見て)
王ヨじ1-
家も大きい
しいバラの花や大きな家を見たとき、人はしばしば、その美しさや大きさに感嘆する。し
かし、 (5)や(6)の状況では、 iN王を感1I英文としてJ=FJv ¥ることはできなし ¥0 (1)や(2)の状
況では、 iN王A.Jを感1I英文として使えるのに対し、 (5)や(6)の状況では、それを感1英文とし
て使えないのはなぜか。本稿は、 iN:r_ A.Jが感1I英文として成立するための条件について、
用論 I~I~ な観点から考察を試みたい。
なお、感i漢文として吊し 3られる iN王A.Jは、他者への伝達意図をもって発話する場合と
そうでない場合の両方で使うことができる。本稿は、他者への伝達意図をもたずに発話する文
を対象として、考察をおこなうに
2 上1
2.先行研究
韓国語の助詞は、大きく「格助詞jと「補助詞」の二種類に分けられる 40 格助詞とは、体
と結合した他の成分との格関係を表す助詞であり、補助詞とは、体言の意味内容に特別な意
l床を i~力1]する助詞である 00 i5:-Jは、ネijgBj]詞に分類される。
「三」の基本義は、一般に、「斗号(亦伺)Jあるいは「斗入1(亦是)Jと記述される o i斗号」
と「叫人lJは、いずれも í~ もまた同様に J という意味である九
崖絃J音(1937)は、「斗入1 (~もまた同様に)Jという意味を表す「王」を「喧ァトス|王合豆(同
一補助詞)Jに分類する一方、次の(7)や(8)のような iN王文型における「王jは、「と侶
豆吋(感動助認)Jに分類している。
(7) 斗昔王誌斗 (屋数培(1937:886)) (たいへんな人出だなあ。)
人も多い
(8) 言王国ー斗 (経絞培(1937:886)) (明るい月だなあ。)
月も I~J るい
このように、 iN5:-A.Jにおける「玉jが、話し手の感動を表現する場合があることは、
くから指摘されている o
金(1982: 126) は、次の (9) や(1 0) のように、「王j が結合する体言を受ける述誌がJf~容
詞である場合、大部分が「感1莫jという文JJRlj守意味を表すと述べている。
(9) 人}昔玉三段1ニト (たいへんな人出だなあ。)
人も多い
(10) o}弁言外王寺斗 (ゃあ、すばらしい天気だなあ。)
ゃあ天気もよい
これらの例における述語「詰じl(多い)J、「号斗(よい)Jは、体言の性質と状態がどのよう
であるかを描く形容詞であるため、自然に話者の気持ちと語調が表現されるというに
次の(11)における「皆斗(高い)Jは、体言の性質や状態のありさまをおiく形容詞であると
いう点で、 (9)や(10)における「没斗(多い)J、「号斗(よい)Jと共通している。にもかかわ
らず、(11)の状況では、 iN王A.Jを感嘆文としてj刊しEることはできなし ¥0
(11) (はじめて南iJ-1タワーを見て)
#せせと:ト♀15:-云斗
市山タワーも高い
(9)と(10)では、 iN王A.Jが感l嘆文として成立するのに対し、 (11)では、それが感嘆文と
して成立しないのはなぜか。「王jに関する研究は多く蓄積されており、 iN王A.Jを感1英文
として使えることは、すでに指1íîj されている。しかし、これまでの!サf~ピの多くは、「王J の意
味機能を記述する段階にとどまっており、 iN王A.Jがどのような状況で感1英文として成立す
るのかという話用論的な観点からの考察はおこなわれていない。従来の研ー究によっては、 (9)
および(10)と(11)の許容度が異なる辺住!を 1-分に説明することはできないo iN王A.Jが感1英
文として成立するための語用論的条件については、考察の余地が残されている。
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3. iN s:. A.Jが感l嘆文として成立する状況
3. 1.体験に基づいたデフォルト値から逸脱した状況
第1節で克たように、話し手が感嘆しているという点では共通しているにもかかわらず、 iN
s:. A.J文の許容度に差異が見られる場合がある。まず、 iN王A.Jが感l漢文として成立する例
について見てみたい。
(12) 宮王計ヰ! (明るい月だなあ 1) (=(1)) 
J=Jも i悶るし、
(13) o1--R-，昔外王寺斗 (ゃあ、すばらしい天気だなあ。) (=(2)) 
ゃあ 天気もよい
人は E~I 常生活の仁iコで、 }'=J や天気の状態をしばしば知覚している。そのため、 (12) や(13) にお
ける話し手の心内には、発話時以前に、「月の明るさ」、「天気の状態jに関するデフォルト値が、
EI常的な体験に基づいて設定されているに話し手は、そのようなデフォルト値から外れた事態、
すなわち、普段よりもひときわ明るい月やひときわよい天気を知覚して、 iN王A.Jを!惑1英文
として用いている。
iN王A.Jが感嘆文として成立する例には、ほかに、次の(14)や(15)がある。
(14) (JIに手を入れて)
告主ヌト斗(水が冷たいなあ。)
水も冷たい
(15) (外に出たら、とても強い風が吹いていた)
1:1}昔玉什斗. (風が強いなあ。)
j政も ~rtlv、
水は日常生活の中で頻繁に使用するものであるため、人は、水の常温がどれくらいであるか
を体験的に知っている。また、風は日常的に吹いているものであるため、普段の風の強さがど
れくらいであるかを体験的に把握している。つまり、(14)や(15)における話し手の心内には、
発話1]寺以前に、水温やJ!fRの治、さに関する、体験に基づいたデフォルト値が設定されている。話
し手は、そのようなデフォルト値から外れた「水の冷たきょ「風の強さ」を感じて、 iN玉三A.J
を!惑l嘆文として用いている。
iN玉A.Jカ"!惑1I英文として成立しない例には、次の(16)や(17)がある。
(16) (はじめて訪れた友人宅を見て)
#召王ヨヰ. (=(6)) 
家も大きい
(17) (はじめて南山タワーを克て)
#壮士1-司-判玉三量斗 (=(11)) 
filLJタワーも i守山、
これらの状況における話し手は、友人宅や南山タワーをはじめて訪れている。そのため、体
験に基づいたデフォルト値は、心内に設定されていない。このような状況では、 iN王A.Jを
感1英文として用しヨることはできない。
4 二El
デフォルト値には、一般的知識に基づいて設定されるものと体験に基づいて設定されるもの
とがある。先に見た(12)から(15)では、後者の方式に基づいて、デフォルトイ直が設定されてい
る。
(16)や(17)における話し手は、それぞれ、友人宅が大きい、南LJタワーが高いと感じている
ことから、知覚した事態を「家の一般的な大きさ」、「建築物の一般的な高さjという一般的知
識に基づいて設定されたデフォルト値から外れたものととらえていることがわかる。一方、
し手は、友人宅、南UJタワーをはじめて知覚していることから、発話1寺以前に、体験に基づい
たデフォルト値は設定されていない。このような状況では、 iNS:_ A.Jを感文として;:[=Jし3る
ことはできなし'0
以上で、見たように、 iN王A.Jを感1英文としてJe!'=Jv'るためには、知覚した事態の状態や性質が、
体験に基づいたデフォルト値から外れている必要がある。このことは、以下の例の対比からも
見て取ることができる。
次の(18)における話し手は、パラを 1:常的に自にしている。そのため、発話時以前に、体験
に基づいたデフォルト値が話し手の心内に設定されている。話し手は、そのようなデフォルト
値から外れた「パラの美しさjを感じて、 iN~三 A.J を!惑 11英文として FI=J いている。
(18) (自宅で、バラの花をたくさん育てているパラの愛好家が、一週間前に咲いたパラの花
を1!3tめて)
守口!王叶ll:l旦叫 (美しいパラだなあ。)
/すラも 美しし、
一方、次の(19)における話し手は、バラをはじめて知覚している。そのため、体験に基づい
たデフォルト値は、心内に設定されていなし」このような状況では、 iN2三A.Jを!蕊1英文とし
てmいることはできなし'0
(19) (野原で、美しいパラの花を見つけた)
#守叶王斗!盟ヰ (= (5)) 
バラも 美しい
(18)と(19)における許容度の差異は、 iN王を感1英文として用いるためには、知覚した
事態の状態や性質が、体験に基づいたデフォルト飽から外れている必要があることを如実に示
している。
3.2.期待値から逸脱した状況
3. l.では、体!段に基づ「し Eたデフォルト値から逸脱した事態をま1]覚した状況で、 iN王A.Jを
感l嘆文として使えることを見た。 3.2.では、そのような基準によっては説明できない例につい
て見てみたい。
次の(20)では、子供をその場ではじめて知党した場合であっても、 iNS:_ A.Jを感l喫文とし
て使うことができる。言い換えれば、話し手の心内に、体験に基づ、いたデフォルトイ直が設定さ
れていなくとも、 iNS:_ A.Jを感1英文としてj刊し】ることが可誌である。
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(20) (日の前で、子供が大きな石を持ち上げた)
官玉川1じ1-. (すごい力だなあ。)
ブ〕も ~DI'-、
この状況では、子供が大きな石を持ち上げるのは難しいだろうという予想をしやすい。話し
手の心内には、子供がおこなう行為の実現可能性に対する期待値が、低く設定されている。 (20)
における話し手は、非力であるはず、の子供が大きな石を持ち上げたという期待値から外れた事
を矢口実:して、 iN王A.Jを感1英文として用いている。このように、期待値から逸脱した事態
を知覚した状況では、体験に基づいたデフォルト値が設定されていなくとも、 iN玉三 A.Jを感
1英文として使うことができる。
(20)と同様の文が不自然になる状況もある。次の(21)のように、体格のよい男性が大きな石
を持ち_I二げるという行為を見たとき、人はしばしば感嘆の気持ちを抱く。にもかかわらず、こ
の状況では、 (20)のような文は、きわめて成立しにくし」
(21) ( I~I の前で、筋骨佐々の男が大きな石を持ち上げた)
#君主バ!斗
力も強い
この状況では、筋骨|在々の男性が大きな石を持ち上げるのは容易だろうという予想をしやす
い。行為の実現可能性に対する話し手の期待値は、高く設定されている。したがって、この状
況における話し手は、男が石を持ち上げるのを見ても、それが期待値から外れた事態であると
はとらえにくし」この状況で、 iNs:. A.Jを感Il英文としてH:jしミにくいのは、そのためである。
本fi'で見たように、 iNs:. A.Jは、体験に基づいたデフォルト値や期待値から逸脱した事態
をう;!l覚した状況で、感1英文として)=Iiし1ることができる。発話時以前に、対象に関するデフォル
ト値や期待値が設定されているということは、話し手にとって、対象の存在は前提となってい
るということである。感1史を表す iN王A.Jは、存在が前提となっている事物の状態や性質が、
予想や普段の様子から逸脱した甚だしさを帯びていると感じ、しみじみと感嘆する、言い換え
れば、詠!嘆する状況でj召しEられる 100
4.形容認の共起制限に関する問題
先行研究では、感1支を表す「王」と共起する形容詞には、共起f!JUI浪があると指摘されている。
洪忠満(1979:155)によれば、「王Jは、感1美的、強意的特性が他の特殊助認に比べて強く、感
|嘆助罰のような性格を有するという。また、次の(22)や(23)に見られるように、「王jは極大
程度に対する話し手の誇張された感情を表すため、共起する形容詞が制限されると述べている。
(22) a λl司ー王母会号ぜ ((なんと)人の多い公園。)
人も多¥'、公i話|
b *人l言ー王 2司会三子苦. (洪，lzi罰(1979:146)を一部改変)
人も少ない公IJirl
6 _j二1
(23) a. 立|司王衣註 主ヰスH. ( (なんと)被害の大きかった火災。)
被害も大きい(過去) 火災
b. *立|司王斗史上回 持ス.H (洪思満(1979:146)を一部改変)
被害も少ない一(過去)火災
話し手の感動は、程度量の極大や拡張によって誘発されるという。そのため、「王jは「EJ
叫(多い)J、「ヨ1二千(大きい)Jといった「拡大された (booster)形容詞jと共起すると述べ
ている J。これらの例は、本稿が扱う iN王A.J構文ではないが、 f王」が!惑1莫や強調の意味
を花:びているという点では共通している。
iN s=. .A .J 情文に i~.1二十(多い )J という形容認を用いて、数量の多さに感嘆する気持ちを表
現することもできる。次の(24)における話し手は、期待値から逸脱した荷物の数量の多さに感
動を誘発され、 iN王A.J文を用いている。
(24) (1] I越しの手伝いに行ったところ、荷物が予想以上に多かった)
召王 ES-斗. (待物が多いなあ。)
荷物も多い
一方、次の(25)に示すように、 iN王.A.Jに「ヰ斗(少ないけという形容詞をJ=1=Jv、て、数量
の少なさに感嘆する気持ちを表現することもできる。
(25) (ヲ!越しの手伝いに行ったところ、荷物が段ボール3箱分しかなかった)
召王 21斗. (荷物が少ないなあ。)
荷物も少ない
この状況における話し手は、発話I~寺以前に、荷物は自分が手伝わなければならないほど多い
だろうという予想をしやすい。話し手は、「薄物は多いだろう」という期待値から大きく外れ
た事態を自にして、 iN王A.Jを感1I莫文として用し 3ている。このことは、次の(26)のように、
話し手の心内に期待値が設定されていない状況では、同様の文が成立しないという事実によっ
て裏づけられる。
(26) (友人宅を訪れたところ、たまたま引越し作業をしていた。引越しの荷物を見たところ、
段ボール 3箱分しかなかった)
#替玉三 ~1二十
荷物も少ない
(25)のような例から、「王Jは、数量が多いことだけでなく、数量が少ないことによって誘
発された話し手の感動も表現できることがわかる。
ここで、先に見た(22b)と(23b)が成立しないのはなぜかという問題について考えてみたい。
常にたくさんの人がいる公圏はそれほど多くないため、公園にいる人が少ないという状況を自
にした場合、人はそれを想定の範囲内の事態ととらえやすい。また、火災の被害は大きい場合
よりも小さい場合の方が、現場の本来の状態に近く、眼前の状況を想定の範囲内の事態ととら
えやすい。想定の範西内の事態を知覚した場合、感嘆の気持ちは生じにくい。 (22b)と(23b)
が不自然であると判断されるのは、公園に人が少ないことや、火災の被害が小さいことに感嘆
する状況を想像しにくいためであると考えられる。
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5.おわりに
本稿は、 iN王A.Jが!惑I嘆文として成立するための条件について、語m論的な観点から考察
をおこなった。感嘆文 iN王A.Jは、存在が前提となっている事物の状態や性質、数量の多
寡が、体験に基づいたデフォルト値あるいは期待値から逸脱した甚だしさを帯びていると感じ、
し手がしみじみと感嘆する、言い換えれば、詠嘆する状況で成立する。
iN王A.Jにおける「王」の感l嘆用法は、対照言語学的な見地から見ても興味深い。次の(27)
や(28)は、「なあJのような終助認を加えない限り、!感i嘆文としては、きわめて成立しにくい 120
(27) 月も明るい。 (cf.月もi明るいなあ。)
(28) 天気もいい。 (cf天気もいいなあ。)
「王」ともっとも多く対応する中国語の形式には“也"があるが、次の (29)や(30)のような
中国語文は、感1I英文としては用いられない 130
(29) 月亮也 彼 売。(月も(とても)明るい。)
rJ も とても l明るい
(30) 天汽也?良 好。(天気も(とても)いい。)
天気もとてもいい
このように、 iNもAoJゃ"N也Ao"は、基本的に、感1英文として用いることはできない。 iN
S:_ A.Jという文型が!惑1英文として成立することは、韓国語に特後的な現象であることがわかる。
J lJ:j典をi明記していない例文は、作例である。韓国誌の例文の許容度判断は、京畿道出身のi昨1J[1人
ム:tl:インフォーマント二名に依頼した。
2 1 #Jは、当該表現が文法的には成立するが、語nJ論(1せには不自然であることを表す。
:3乙J.:)J'1 (1981: 175)は、感嘆文を「独白(1守!tt<;l英文Jと「伝達的感/l英文Jに分類している。独自的感
1英文とは、 1琵き手がいない発話状況で、話し手が独り言として、ある気持ちを述べる文である」と
いう。発話のj誌に I~n き手が存在するにもかかわらず、話し手が111'1 き手を意識せずに発話する文も、こ
のタイプに属すとされる。伝達的感|漢文とは、聞き手の発話内容や出来事などへの反花、として、命題
内容におjーする気持ちを伝達する文であるという。 伝達的感嘆文の例としては、 1A: 子J ぐさ/~¥:l 01ヰァl
告し|じ1-. (金先生があちらから来ます。) B: 01" 召せ/~\:l 01 ヰァ].2.七号丘! (ああ、金先生があちらか
ら来るんですね!) Jという会話文における Bの発話を挙げている。本稿の考察対象は、独白的感1英
文である。独自的感1英文と伝達的感l嘆文については、ほかに、にじH汗(1997:32 -38)を参照。
tJは、「ネ[1日~JWJ詞 J 、「ネrnWJi右手」、作rIl助助 i辞J 、「特殊助詞」、「特殊U)J辞J 、 f王合豆什」、「千平豆」
とも 11とばれる。
5 金銭例(1982:108)を参照。
(:j 1王」の意味については、洪HItiW (1986)や吾川一吐(2002)のように、「号昇天1ぺ(I可類提示)Jと記述
するjiJf1'1::や、号司ーす(2012)のように、 f弁斗oJ-9-1卒7]- (~j~j 1J、項の迫力I)Jと記述する研究なとともある。
7 洪忠渦(1979:は、「王」は他の特殊助詞に比べて、感l民的、強意的特性が強く、感嘆D)]F，flJの
ような性格をもっと述べている。 g-持分(2012: 375) は、「苦言王計じ!二(とても I~J るい月だなあ。 )J
という!謀1英文における「王jの意味を「強調jと記述している。
8 IN S: A.J構文にPliいられる[王」が!議院を表すとするliJf究には、ほかに、洪思iq¥j(1979)ゃをスH剖
(1985)などがある。合ス1喧(1985:12-13)は、体言につく「王Jの主機能は、「亦是jまたは「同知J
8 J~_III 
という意味を表示することであり、「強調Jゃ i!感l漢jといった意味の表示は副次的機能であると述
べている。「感を表す例としては、「吉正ロ1与?_W-r斗.(とても i明るい月だなあ。)Jという文を挙げ
ている。
9 児玉(2008: 1224) は、デフォルトを「ある情報が欠如!していても、その情報がifí~[]'}I"によってあた
かも既定値のように扱われるもの」と定義している。
10 主l司(1991:87)は、 E! の感!l英型の表}'Lを「詠1英系の!'d!l英と「驚1英系の感1英型Jに分けて
いる o n1T者の典型は、表現時に観察される事態に対する表現者の感動の気持ちを表1けーるものである
という。後者は、所与の事態の存在に対する驚きを表すタイプであるという。感1英文としてnlしヨられ
る iN王A.Jは、驚1英系よりも詠1I英系に近い性質をもっD なお、益岡(2002:80)と洋[I(2004・161)
では、驚き、英、 R7I(1英は、 した感情表現であることが指摘されている。
11 洪忠~i詰(1 986: 164) でも、 ij~-'tl， ~iW(1979: 155)と|司株の指摘がなされている。
12 iも」に詠1英を表す)，I=J/}_~がないわけではない。寺村 (1991 ・ 91)は、「その財布もずいぶん占くなり
ましたねjや「間以Jどんも，老いたなjといった例を挙げ、 iX[普通名詞〕モ十 p [肯定J という
形式が、 i詠1英Jという言葉ー以外には適当な言い表わしかたがないような情緒的な効巣」を生む場合
があると指摘している。「もjの詠1英J=FJ法については、浮E!(2004)が詳しし」
13 月のi明るさや天気のよさに感嘆する場合、 I:[=rml;j古では今天1'<)月売好亮! (今日の月はとても明
るい!)"，“今天天汽真好! (今E!は天気がじつにいい!)"のように好(とても)"やれ真(じつに)"
といった程度副詞を使った表}JIが用いられる。
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